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５
月
１５
日

（大
）
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
み
の

わ
に
て
、
第
５８
回
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
、
改

選
役
員
全
２７
名
の
承
認

が
さ
れ
ま
し
た
。

【こ
あ
い
さ
つ
】
　

〈
ム
長
　
黒
田
　
重
行

よ
う
や
く
災
害
並
み
と
云
わ
れ
た
猛
暑
も

峠
を
越
え
て
初
秋
の
風
が
感
じ
ら
れ
る
今
日

こ
の
頃
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
清
栄
の
事

と
大
慶
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
春
の
通
常
総
会
に
お
い
て
四

度
目
の
会
長
に
推
挙
承
認
を
頂
き
ま
し
て
そ

の
職
に
就
い
た
も
の
の
、
元
よ
り
浅
学
非
才

に
非
力
を
自
覚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
会
は
先
輩
の
皆
様
が
大
変
な
こ
苦
労
の

基
に
築
き
上
げ
た
「経
済
総
合
団
体
」
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
新
役

員
共
々
相
協
力
し
て
本
会
の
名
誉
を
傷
付
け

る
事
の
無
き
よ
う
、
粉
骨
砕
身
、　
一
生
懸
命

努
力
を
傾
注
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
こ
指
導
こ
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

私
も
医
者
に
云
わ
せ
る
と
大
変
順
調
に
年

を
取

っ
て
い
る
と
の
事
で
、
順
調
に
体
の
傷

み
も
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「健
康
に
成
れ
る
な
ら
死
ん
で
も
い
い
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【副会長】
(有)アキ精工

木村 昌吾

【監事】
(有)笑栄システム

向山 敏晴

【副会長】
(有 )南信熱錬工業

向山 淳

【監 事】
(有)平林商会

平林 さよ子

【会 長】

プラトーン(株 )

黒田 重行

第
３。
回
み
の
わ
祭
り
が
、
７
月
２９
日
、
松
島

仲
町
周
辺
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

台
風
接
近
を
考
慮

し
て
１
日
順
延
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の

日
は
青
空
が
広
が
り
、

真
夏
の
陽
気
と
な
り

ま
し
た
。

商
工
会
ブ
ー
ス
で

は
、
樽
酒
と
麦
茶
の

振
る
舞
い
を
本
会
役
員
と
女
性
部
役
員
で
行

い
、
お
客
様
を
も
て
な
し
ま
し
た
が
、
好
天

の
中
、
人
出
も
多
く
賑
や
か
で
、
特
に
麦
茶

は
大
人
気
で
し
た
。
ま
た
、
み
の
わ
祭
り
の

目
玉
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「み
こ
し
大
行
進
」

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
行
進
時
に
は
お
祭
り

を
見
に
来
ら
れ
て
い
た
お
客
様
か
ら

「商
工

会
は
声
が
大
き
く
元
気
で
す
ね
。」
と
お
声

掛
け
を
頂
き
ま
し
た
。

行
進
の
休
憩
時
間
に
は
、
み
こ
し
大
行
進

の
た
め
に
用
意
し
た

「お
菓
子
の
小
袋
」
を

女
性
部
役
員
が
沿
道
に
い
る
子
供
た
ち
に
配

り
喜
ば
れ
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

み
の
わ
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
を
乗
り
切
る
！

お
金
を
か
け
ず
に

宣
伝
す
る
方
法

「ク
チ
コ
ミ
」

ク
チ
コ
ミ
は

「運
」
で
は
な
い

「仕
掛
け
」
だ

８
月
８
日
、
箕
輪
町
商
工
会
館
に
お
い
て
、

講
師
に
船
は
び
っ
く
代
表
取
締
役
の
員
喜
屋

実
行
氏
を
お
迎
え
し
、
ク
チ
コ
ミ
販
促
に
つ

い

て

の

セ

ミ

ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

「販
促

は

自

分
の
資
金
や
労

力
、
時
間
を
使

う
営
業
だ
が
、

ク
チ
コ
ミ
販
促

は
お
客
様
が
事

業
者
の
代
わ
り
に
や
っ
て
く
だ
さ
る
」
と
し
、

様
々
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
お
客
様

が
つ
い
つ
い
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
ネ
タ
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
商
品

の

フ
」
だ

わ
り
」
や

「強

み
」
「売

り
」
が

必
要
で
あ
り
、
ク
チ
コ
ミ
の
材
料
と
な
る

「話

材
」
と
、
買
い
求
め
た
く
な
る
よ
う
な

「
こ

こ
ま
で
や
る
品
質
」
の
関
連
が
欠
か
せ
な
い

事
を
学
び
ま
し
た
。
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壁

一

③箕輪町商工会

産業支援センターみのわと

商工会館の全景です

・，
商工会入口です。

下足のまま

お入り〈ださい。

商工会Jヒ側。

入口tま劇 員1に

なりました。

駐車場も駐めやす〈整備されました。

入口tま産業支援センターみのわと一緒です。

茶色の自動ドアからお入り〈ださい。

明るしl居室に

なりました。

本の香りがします。

IFの階段がな〈なり

会議室が誕生しました。

2F tま 多目的ルームです。

貸出しもしますのでごflJ用 〈ださい。

産業支援センターみのわの

貸出業務も商工会で担当してぃます。９
１

物
8 10 vo145



「大
好
評
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
こ

今
後
の
課
題
」

部
会
長
　
唐
澤
　
修

一

今
年
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
を

７
月
８
日
に
行
っ
た
。
お
陰
様
で
、
午
前

８
時
に
は
、
３
６
０
人
を
超
え
る
長
蛇
の

列
が

で
き
、
販
売

開

始
後
約
３０
分

で
完
売

と
な
っ
た
。

定
着
し
て
き
た
商

品
券
販
売
。
販
売
時

間

の
短
縮
、
効
率
化

は

評
価

で
き

る
が
、

ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
特
に
、

前
回
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
集
計
結
果
か

ら
み
る
と
、
購
入
者
が

「商
品
券
を
ど
こ

の
取
扱
店
で
利
用
す
る
か
」
や

「ど
こ
で

利
用
し
た
い
か
」
は
、
大
型
店
と
チ
エ
ー

ン
店
、
そ
し
て
、
地
元
店
を
比
べ
た
場
合
、

大
型
店

。
チ
ェ
ー
ン
店
の
利
用
を
目
的
と

し
て
い
る
人
が
多
い
。
だ
が
、
地
域
振
興

券
は
、
そ
の
地
域
に
経
済
効
果
を
も
た
ら

す
為
に
、
地
元
商
工
業
の
元
気
支
援
と
し

て
発
行
し
て
い
る
も
の
。
大
き
な
矛
盾
を

感
じ
る
。

今
後
、
同
時
に
行

っ
た
購
入
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
利
用
先
の
最
終
集
計
結
果

を
基
に
、
地
元
密
着
型
、
地
域
商
工
業
者

の

一
層
の
景
気
回
復
に
繋
が
る
よ
う
、
取

扱
店
に
つ
い
て
検
討
、
精
査
、
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

当
日
は
、
各
部
会
の
皆
様
に
お
手
伝
い

頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
体
制
で
始
ま

っ
た
商
業
部
会
。

商
業
ガ
イ
ド
誌
の
作
成
。
地
域
産
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
と
し
て
発
足
し
た
、
か
り
ん

事
業
の
継
続
や
更
な
る
部
会
の
構
築
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
現
社
会
に
沿
え
る

会
員
の
為
の
事
業
改
善
を
追
及
し
て
い
き

た
い
。

1部会長 ]
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 1多一ヽ

(理 事 |

(株)マルI一

栗原 勇雄

(1里 事 |

イヂ那運t・ (有 )

i壇 越 亜信

【理事】
(有)ミ ノルモーターサービス

【商
業
部
会

役
員
紹
介
】

【理 事】
(有 )大国屋

藤澤 安隆

原 隆実

【こ
あ
い
さ
つ
】

部
会
長
　
伊
藤
　
健

一

こ
の
度
、
平
成
３０
年
度
の
通
常
総
会
に

お
い
て
、
腕
創
和
設
計

小
河
建
設
業
部
会

長
の
後
任
と
し
て
建
設
業
部
会
長
に
就
任

致
し
ま
し
た

中
部
鉄
建
い

伊
藤
健

一
で

こ
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
関
係
者
各
位
の
こ
指
導
、
こ
鞭

撻
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
の

為
に
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
こ
ざ
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

箕
輪
町
商
工
会
建
設
部
は
、
本
年
度
の
資

格
取
得
請
習
会
と
し
て

「玉
掛
け
技
能
講
習
」

を

（社
）
中
部
労
働
技
能
教
習
セ
ン
タ
ー
ヘ

依
頼
し
箕
輪
会
場
で
出
張
講
習
と
し
て
開
催

致
し
ま
す
。

資
材
を
安
全
に
目
的
地
ま
で
運
ぶ
玉
掛
け

作
業
者
の
役
割
は
と
て
も
重
要
で
、
３
日
間

朝
か
ら
夕
方
ま
で
み
っ
ち
り
請
習
を
行
い
ま

す
。
遠
方
で
講
習
す
る
よ
り
、
移
動
時
間
に

余
裕
を
も
て
参
加
し
や
す
い
地
元
で
開
催
さ

れ
る
請
習
会
を
是
非
こ
利
用
下
さ
い
。

■建設業部会 役員紹介■

【理 事】
(株 )カスガ

春日 秀雄

【副部会長】  【部会長】
むろいシール  中部鉄建(株 )

飯室 光広   伊藤 健一

【理事】
(株 )唐澤工務店

唐澤 寿

建設業関係の資格取得をする際の受講費用を一部助成す

る制度を、当商工会建設業部会員向けに実施しております。

資格の新規取得に関する受講費用の助成金の上限額は

1事業所 10,000円となります。

なお、助成金に|ま交付要綱がありますのでこ参照いただき

有効にこ利用下さい。

■申請用紙は商工会窓□にてお受け取り頂<か、箕輪町

商工会ホームページ(http:〃 www.minowa.or.jp)に て、

書式をダウンロードできますのでこ利用下さい。

201810二 vo1 45日

商業部会◎

建設業部会③

V亀

建設業関係技能資格取得に対する助成金のこ利用について



【こ
あ
い
あ
つ
】

部
会
長
　
唐
澤
　
和
夫

今
年
度
、
工
業
部
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、

い
信
州
光
電
の
唐
澤
で
す
。

「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
も
早
６
年
、
大
企
業
を
中

心
に

「景
気
は
良
い
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

我
々
中
小
企
業
に
お
い
て
は
な
か
な
か
そ
の
恩
恵

に
あ
ず
か
れ
な
い
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

今
期
は
、
工
業
部
会
理
事
も
強
力
な
４
人
が
新
た

に
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
パ
ヮ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
き
っ

と
何
か
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

力
不
足
の
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
箕
輪
町
の
商
工

業
の
発
展

。
地
域
振
興
の
た
め
に
努
力
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
理
事
体
制
に
な
っ
て
、
初
め
て
の
子
供

の
未
来
創
造
事
業
の
子
供
工
作
教
室
が
７
月

３。
日
（月
）
に
中
曽
根
公
民
館
で
小
学
生
２。

名
、
工
業
部
会
理
事
。事
務
局
６
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年

の
箕
輪
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ェ
ア
で
評
判

の
良
か

っ
た
「
ね

じ

ロ
ボ

ツ
ト
」
の

作
成

で
す
。
ね
じ

と
ナ
ッ
ト
で
人
型

第
８６
」
新
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョナ
ル
・ギ
フ
ト
ｏシ
ョー

秋
２
０
１
８
に
出
展
し
て

こども未栞訓遺事ギ

一
業
れ
会

役
員
紹
介

ロ
ボ

ツ
ト
と
犬
型
ロ
ボ

ッ
ト
に
分
か
れ
て
、

工
業
部
会
理
事
の
皆
さ
ん
の
丁
寧
な
（？
）
指

導
で
子
供
達
も
真
剣
に
、
楽
し
そ
う
に
ね
じ

ロ
ボ

ツ
ト
を
組
み
立
て
て
ゆ
き
、
あ

っ
と
い

う
間
に
終
了
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
５
日
（
日
）
に
、
第
２
回
の
子
供
の
未

来
創
造
事
業
の
子
供
工
作
教
室
が
今
度
は
長

岡
の
石
仏
集
会
所
に
て
、小
学
生

１３
名
、
工
業

部
会
理
事
。事
務
局
６
名
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
も
気
温
３。
度
越
え
の
暑
い
中
、
子

エ
ク
シ
ン
テ
ツ
ク
的
　
笠
川
　
知
洋

弊
社
で
は
主
に
模
型
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
商

品
を
中
心
に
発
売
し
て
い
ま
す
。

ギ

フ
ト

。
シ

ヨ
ー
出
展
の
お
誘
い

を
受
け
た
と
き
、弊
社
の
商
品
は

『ギ

フ
ト
』
と
関
係
な
い
の
で
は
な
い

か
？
と
感
じ
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
出

展
も
初
め
て
で
し
た
の
で
か
な
り
不

安
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
心
配
と
は
裏
腹
に
、

弊
社
の
製
品
を
使
用
し
た
ジ
オ
ラ
マ

の
展
示
は
多
く
の
方
に
足
を
止
め
て

供
教
室
恒
例

の
段

ボ
ー
ル
で
作
る
Ｖ

Ｒ
ゴ
ー
グ

ル
の
作

成
で
す
。

今
回
は
１
時
間

半
と

い
う
少
し
短

め
の
時
間
で
し
た

が
、
親
切
な
（？
）
理

事
の
皆
さ
ん
の
熱
い
ア
ド
バ
イ
ス
の
な
か
、

そ
の
場
に
い
た
大
人
の
方
も
子
供
達
と

一
緒

に
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
作
成
し
、
由九
成
後
は
み

ん
な
で
Ｖ
Ｒ
の
動
画
を
楽
し
み
ま
し
た
。

頂
き
、
「こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
作
っ
て
る

の
」
「本
物
み
た
い
」
と
驚
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
余
る
と
思
っ
て
い
た
チ
ラ
シ
も

３
日
目
で
全
て
な
く
な
り
、
想
像
以
上

に
反
響
が
大
き
く
自
社
製
品
に
も
自
信

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
模
型
分
野
を
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
化
粧
品

の
産
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
、

飲
食
店
で
の
展
示
、
会
社
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

模
型
分
野
以
外
に
も
ジ
オ
ラ
マ
の
二
―

ズ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
展
示
会
を

通
し
て
新
し
い
市
場
へ
の
可
能
性
を
感

じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
回
の
展
示

会

を

通

し

て
、

自
社
製
品
の
新

た
な
活
用
や
展

示
方
法

・
伝
え

方
な
ど
、
改
善
が
必
要
な
点
に
も
気
づ

く
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
学
び
を
得
ら

れ
た
展
示
会
で
し
た
。

■
９
月
１８
日

（大
）

３
町
村
工
業
部
会
交
流
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

■
９
月
２２
日

（土
）

南
信
工
科
短
大
に
て
人
材
ふ
れ
あ
い

フ
エ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

【理事】  幅」部会長】  陪5会長】
(有 )箕輪環境センター (有 )日本インテック  (株)信州光電

上田 幸生   深瀬 康司  唐澤 和夫

【理 事】
(有 )山 岡研磨

山岡 貴

【理事l

(有)NOTES

荻原 直己

【理事】  【理事】
(有)カネカプレーティング   (株)TFC

成瀬 敦   小池 幸徳

11201810_vol.45
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常
任
委
員
　
山
□
　
英
明

今
年
の
み
の
わ
祭
り
も
大
盛
況
で

し
た
。
雨
で
順
延
と
な
り
心
配
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

青
年
部
な
ら
で
は
の
ゲ
ー
ム
で
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
、
昨
年
大
好

評
だ

っ
た
釣
リ
ゲ
ー
ム
を
増
設
し
実

施
し
ま
し
た
。

暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
親

子
で
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
を
見
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。

青
年
部
が
祭
り
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
る
事
が
出
来
た
の
も
、
み
の

わ
祭
り
実
行
委
員
の
方
を
始
め
と
し
た
、
多
く
の
方
々
の
こ
協
力
の

お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

。ヽ と ゛・
イ|ド泰

「任HD 2年目最後の年です」

【冨」音6辰:】

(株 )キ ∃ウユウ技研

柴 直樹

【冨」音6辰:】

コモリ理容室

小森 貴幸

【冨」音5辰:】

(有)長野工作

山本 勲

部
長
　
五
十
嵐
　
学

毎
年
恒
例
の
絆
感
謝
運
動
。

今
年
度
は
天
竜
公
園
の
改
修

・
美

化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
の
内
容
は
昨
年
、
時
間
が

足
り
ず
断
念
し
た
木
製
桟
橋
修
繕

の
続
き
と
防
腐
塗
料
の
再
塗
装
、

園
内
の
ゴ
ミ
拾
い
等
で
す
。

６
月
１０
日
の

「商
工
会
の
日
」

に
併
せ
て
地
域
貢
献
を
、
と
い
う

の
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
で
、
全
国
の
青
年
部
が

一
斉
に

行
い
ま
す
。

町
内
の
主
要

。
公
共
施
設
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
や
公
園
の
美
化
作
業

等
内
容
は
年
に
よ

っ
て
様
々
で
す

が
、
町
の
皆
さ
ん
が
集
う
処
が
少

し
で
も
綺
麗
に
な
り
、
絆
が
広
が
っ

て
い
く

一
助
と
な
り
、
同
時
に

一

緒
に
汗
を
流
す
こ
と
で
部
内
の
絆

も
深
ま
れ
ば
、
と

す
。

思
い
ま

余
談

で
す
が
、
青
年
部

も

「や
や
」
高
齢
化
の
た
め
、

肉
体
労
働
の
効
率
が
落
ち

て
来

て
い
る
気
が

・
・
・

青
年
部

で
は
、
若
い
経
営

者
、
後
継
者

の
皆
さ
ん
の

参
加
を
何
時
で
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

2018.10」 d.45日

青年部③

黎
巡

捗

巴

留

由

留

青年部員
募集中 :

商工会員の個人事業主・中小企

業の経営者、またはその後継者等

で45歳以下の男女の皆様、商工会

青年部に入部して世代交代の経営

者仲間を作りませんか ?

.,irru.r-
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副
部
長
　
竹
内
　
節
子

７
月
１２
日
、
今
回
の
部
員
研
修
は
私
た
ち
の
大
好
き

な

「安
く
て
」
「美
味
し
く
て
」
「期
間
限
定
」
を
求
め
、

２５
名
で
高
崎
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
高
崎
八
ム
の
工
場
見
学
。
広
い
工
場
内

の
殆
ど
は
機
械
と
コ
ン
ベ
ア
ー
で
、
人
は
数
人
し
か
見

当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
敷
地
内
の
直
売
所
は
１０
坪
位

で
狭
い
の
で
す
が
、
種
類
が

豊
富
で
、
賞
味
期
限
が
近
づ

い
た
八
ム
は
半
額
―
と
主
婦

の
味
方
で
し
た
。
持
参
の
ク
ー

ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
空
き
状
態

を
気
に
し
な
が
ら
昼
食
場
所

の
ホ
テ
ル
コ
コ
グ
ラ
ン
高
崎

へ
向
か
い

「レ
ス
ト
ラ
ン
コ

コ
シ
エ
ー
ル
」
に
て
事
前
に
チ
ョ
イ
ス
し
た
洗
練
さ
れ

た
美
味
し
い
お
食
事
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の

「ド
ン
レ
ミ
ー
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
高
崎
」
で
は
ス
イ
ー
ツ
の
ア
ウ
ト
レ
ツ
ト
品
を

購
入
―
・ぶ

っ
と
い
□
―
ル
ケ
ー
キ
も
半
額
―
幸
せ
な
時

間
で
し
た
。

最
後
は

「ガ
ト
ー
フ
エ
ス
タ

八
ラ
ダ
」
で
工
場
見
学
を
し
、

お
な
じ
み
の
ラ
ス
ク
や
高
崎
限

定
の
ラ
ス
ク
を
購
入
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

女
性
部
な
ら
で
は
の
、
な
ん

と
も
幸
せ
な
１
日
で
し
た
。

3年間執行部としてお世話に

なります美女軍団5名です !!

みんなで楽しい企画を考え、

活動して行きたいと思います。

笑顔で頑張ります ||

よろしくお願い致します。

女性部副部長
(株)バンブー

竹内 節子

女性部部長
(株)コマツ

小松 ちよ子

「夢
を
か
な
え
た

佐
々
木
さ
ん
の
講
話
と

お
料
理
を
い
た
だ
こ
う
！
」

副
部
長
　
丼
□
　
和
枝

６
月
２‐
日
、
女
性
部
の
経
営
事
業
を

２７
名

の
参
加

で

「ビ

ス
ト

□
な
ゆ
た
」

に
て
行
い
ま
し
た
。

起
業
を
し
た
女
性
の
方
に
お
話
し
を

聞
い
て
み
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

昨
年
度
末
に
町
の
企
画
で
講
演
さ
れ
た

佐
々
木
さ
ん
の
講
話
が
と
て
も
良
か
っ
た

と
の
評
判
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
商
工

会
の
会
員
で
も
あ
る

「ビ
ス
ト
ロ
な
ゆ

た
」
代
表
の
佐
々
木
奈
由
さ
ん
に
請
話

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

‐３
年
た

っ
た
今
、
女
性
ス
タ

ッ
フ
２

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
を
第

一
に
考
え

営
業
し
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
で
す
が
、

実
は
決
し
て
夢
を
か
な
え
た
起
業
家
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
体
を
こ
わ

し
断
念
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
そ
の
後
進

ん
だ
料
理
人
世
界
で
の
男
女
差
別
、
病

気
と
の
闘
い
、
家
庭
と
職
場
の
７
ル
ー

ル
な
ど
、
涙
と
元
気
を
も
ら
え
る
貴
重
な

お
話
し
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
講
話
の
後
は
ビ

ュ
ッ
フ
ェ

形
式
で
の
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
い
た
だ

き
参
加
者
は
大
満
足
で
し
た
。

佐

々
木

さ
ん
が
女
性
部

に
興
味
を

も

っ
て
く
だ

さ

っ

た

の

で
、
早
速
部

員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
事

に
な
り
、
嬉

し
さ
も
倍
増

し
ま
し
た
。

女性部副部長
(有 )サンワ電化イグチ店

丼□ 和枝

女性部副部長  女性部副部長
鰍)アズ,コーボレーション  (株 )カネカ

木下 真美   須藤 敬美

副
部
長
　
木
下
　
真
美

暑
い
夏
が
過
ぎ
、
秋
ら
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
９
月
６
日
、
松
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て

「３
Ｂ
体
操
」
の
体
験
会
を
行
い
ま
し
た
。

み
の
わ
新
間
に

「３
Ｂ
体
操
」
を
掲
載
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、　
一
般
の
方
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
部
員
や
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
ま
で
加
わ
り
、

ま
り
ま
し
た
。

賑
や
か
に
体
験
が
始

３
Ｂ
体
操
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
と
い
う
３
つ
の
用
具
を
使
い
、

年
代
に
関
係
な
く
楽
し
く
で
き
る
体
操
で
す
。
音
楽
も

「
マ
イ
ム
マ
イ
ム
」

や

「３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
」
な
ど
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
曲
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
す
脳
ト
レ
も
兼
ね
た
楽
し
い
体
操
で
し
た
。

講
師
の
石
坂
さ
ゆ
り
先
生
は
、
「３
Ｂ
体
操
で
体
も
脳
も
活
性
化
し

て
Ｈ
」
「何
歳
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
講
師
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
！
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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先端設備等導入計画 /補助金 /労働保険 /新入会員紹介 /職員情報 /今後の事業予定 ③

2018年の税制改正により、生産性向上特別措置法の施行の日から2021年 3月 31日 までの間に、

箕輪町が策定した「導入促進基本計画」に基づいて事業者が作成する「先端設備等導入計画」の

認定を行い、認定を受けた事業者が導入する一定要件を満たす償却資産に係る固定資産税につい

て、課税標準を最初の 3年間はゼロ (特例率)にする制度が制定されました。

>詳 しくは、下記箕輪BIホームページでこ確認下さい。

http://www.town.minowa.lg.jp/sangyo/sangyo0107.html

労働生産性の向上に必要な生産・販売活動等の用に直接供される次の設備。

(機械装置、測定工具及び検査工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウェア)

先端設備等については、「先端設備等導入計画」の認定後に取得する ことが 【必須】です。

中小企業等経営強化法における「経営力向上計画」のように、設備取得後に計画申請を認
める特例|よありませんのでこ注意下さい。

この手順で、順序厳守 | 工業会証明書の取得 支援機関確認書取得 先端設備導入計画申請 先端設備導入計画認定

消費税率変更に伴う対応レジの

準備はお済みですか?

消費税軽減税率制度 (複数税率)への対応が必要と

なる中小企業・小規模事業者等の方々が、対応レジ

の導入や、受発注システムの改修などを行うための

補助金があります。

>詳しく|ま下記ホームページにてこ確認下さい。

http://wwwochusho.meti.go.lp/zaimu/zelse1/
2018/1 801 09zeiritu.htm

お済みですか ?
労働保険は、政府が管理している強制保険で、労災保険と

雇用保険の総称です。

労災保険|よ 、業務中や通勤途上の事故等による負傷や病気、

不幸にも死亡された場合に、被災労働者や遺族を保護するた

め必要な保険給付を行います。また、労働者の社会復帰の促

進等の福祉の増進を図るための事業も行つています。

雇用保険は、失業中の生活の安定を図る失業給付のほか、

失業の予防、労働者の能力開発・向上、福祉の増進を目的と

した各種助成、援助を行つています。

社員・パー ト・アルバイ トを問わず、労働者を 1人でも雇

用している事業主は、労働保険に加入することが法律上義務

付けられています。

まだ労働保険のbll入手続きを行つていない事業主の方は、

今すぐ労働基準監督署、公共職業安定所で力0入手続きを行つ

労働保険のカロ入手続きは

産業廃棄物処理・農業

′
e樽リサ;:sL,デ鉱 0"あ著啓輪邸

飲食業

●)翌輩[l嗣

印刷業

建〕襲讐負讐朧 貫蘊

|)欄 L言〕:;え 2'テ

`う

めたる

貿易・板金・木工・古物

導パ0期13R駆来重

・次号発行までの現時点での予定です。・詳細は追つてこ案内します。

注)【商l【工l【建】【青】【女】は各部会・部の事業を表す。

予定時期

H30.10月

11月 【建】視察研修 東京 (2・ 3日 )

【工】メッセナゴヤ2018(6～ 10日 )

商工会全国大会 (15・ 16日 )

【女】役員研修 (11・ 12日 )

12月 【女】フラワーアレンジメント講習会 (21 日)

1月 商工会新年会

2月 会員親睦ボウリング大会 (22日 )

【工】【青】 視察研修
おおつき みえ

大槻 美枝

【入社】臨時職員 (8月 1日付)

こんにちは。

一ヶ月が経ちますが、まだまだ分からない

ことばかりの毎日です。

皆さまのお役に立てることを目標に、微力

ですが、少しでも戦力となつていけるよう

頑張ります。

どうぞよろしくお願いいたします。

2018 10 vo145

先端設備等導入計画の

認定が始まりました。

先端設備等とは?

設備取得と

計画認定のフロー

>>>> 先端設備の固定資産税を減免 <<<<

【お問い合わせ、こ相談もお気軽におたずねください。】
伊那労働基準監督署 丁EL:0265-72-6181
伊那公共職業安定所 丁EL:0265-73‐ 8609

金融業

《新入会員紹介》平成303～平成308

事業 内容

【青】フェンシングもみじカップ販売(6・ 7・ 8日 )

【商】視察研修 滋賀 (10・ 11日 )

共済集中推進 (17・ 18・ 19日 )

【建】玉掛け技能講習会 (26・ 27・ 28日 )


